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第５章 配慮書に対する経済産業大臣の意見及び事業者の見解 

5.1 配慮書について述べられた経済産業大臣の意見 

「環境影響評価法」第３条の６の規定に基づく経済産業大臣の意見（令和2年8月18日 

20200526保第2号）は、以下のとおりである。 
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5.2 経済産業大臣の意見に対する事業者の見解 

配慮書について述べられた経済産業大臣の意見に対する事業者の見解は、第5.2-1表の

とおりである。 

 

第5.2-1表(1) 経済産業大臣の意見に対する事業者の見解 

経済産業大臣の意見 事業者の見解 

1.総論 
(1)対象事業実施区域等の設定 
ア 対象事業実施区域の設定並びに風力発電

設備及び附帯設備(以下「風力発電設備等」
という。) の構造・配置又は位置・規模(以
下「配置等」という。) の検討においては、
既設の風力発電設備等の稼働による環境影
響を適切に把握した上で、計画段階配慮事
項に係る環境影響の重大性の程度を整理
し、事業計画等に反映させること。 

イ 風力発電設備等の配置等の検討において
は、既設の風力発電設備等の撤去跡地、既存
の道路等を利用すること等により、これら
を新設する場合に比べ、環境影響の程度を
低減することが可能な場合には、その利用
等を最大限考慮すること。 

 
 
 対象事業実施区域の設定並びに風力発電設
備等の配置等の検討においては、既設の風力
発電設備等の稼働による環境影響を把握した
上で、計画段階配慮事項に係る環境影響の重
大性の程度を整理し、事業計画等に反映しま
す。 
 
 
 風力発電設備等の配置等の検討において
は、既設の風力発電設備等の撤去跡地、既存の
道路等を可能な限り活用し、環境影響の程度
を低減させることとします。 

(2)環境保全措置の検討 
環境保全措置の検討に当たっては、環境

影響の回避・低減を優先的に検討し、代償措
置を優先的に検討することがないようにす
ること。 

 
環境保全措置の検討に当たっては、環境影

響の程度を考慮し、必要に応じて風力発電設
備等の配置等や工事計画の見直しを行うな
ど、環境影響の回避・低減を優先的に検討しま
す。 

 

2.各論 
(1)騒音に係る影響 

本事業の事業実施想定区域(以下「想定区
域」という。)の周辺には、複数の住居が存
在しており、稼働時における騒音による生
活環境への重大な影響が懸念されることか
ら、環境保全に十全を期することが求めら
れる。このため、風力発電設備等の配置等の
検討に当たっては、既設風力発電設備にお
ける騒音に係る影響を適切に把握した上
で、「風力発電施設から発生する騒音等測定
マニュアル」(平成29年5月環境省)及びその
他の最新の知見等に基づき、住居への影響
について適切に調査、予測及び評価を行い、
その結果を踏まえ、風力発電設備等を複数
の住居から離隔すること等により、騒音等
による生活環境への影響を回避又は極力低
減すること。 

 

 
 

風力発電設備等の配置等の検討に当たって
は、既設風力発電設備における騒音に係る影
響を把握した上で、「風力発電施設から発生す
る騒音等測定マニュアル」（平成29年5月、環
境省）及び最新の知見等に基づき、騒音に係る
住居への影響について適切に調査、予測及び
評価を行います。その結果に応じて、風力発電
設備等を住居から離隔すること等、適切な環
境保全措置を講じることにより、騒音による
生活環境への影響を回避又は極力低減しま
す。 
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第5.2-1表(2) 経済産業大臣の意見に対する事業者の見解 
経済産業大臣の意見 事業者の見解 

(2)風車の影に係る影響 
想定区域の周辺には、複数の住居が存在

しており、稼働時における風車の影による
生活環境への重大な影響が懸念されること
から、環境保全に十全を期することが求め
られる。このため、風力発電設備の配置等の
検討に当たっては、既設風力発電設備にお
ける風車の影に係る影響を適切に把握した
上で、住居への影響について適切に調査、予
測及び評価を行い、その結果を踏まえ、風力
発電設備を複数の住居から離隔すること等
により、風車の影による生活環境への影響
を回避又は極力低減すること。 

 

 
 風力発電設備の配置等の検討に当たって
は、既設風力発電設備における風車の影に係
る影響を把握した上で、住居への影響につい
て適切に調査、予測及び評価を行い、その結果
に応じて、風力発電設備を住居から離隔する
等、適切な環境保全措置を講じることにより、
風車の影による生活環境への影響を回避又は
極力低減します。 

(3)鳥類に対する影響 
想定区域及びその周辺は、ハチクマ等の

猛禽類及びツル類の渡り経路となっている
可能性があることから、本事業の実施によ
り、風力発電設備への衝突事故や移動経路
の阻害等による影響が懸念される。 

このため、風力発電設備の配置等の検討
に当たっては、既設風力発電設備に係る鳥
類への影響を適切に把握した上で、専門家
等からの助言を踏まえた鳥類に対する適切
な調査、予測及び評価を行うこと。また、そ
の結果を踏まえ、環境保全措置を講ずるこ
とにより、鳥類への影響を回避又は極力低
減すること。 

 

 
風力発電設備の配置等の検討に当たって

は、既設風力発電設備における鳥類への影響
を把握した上で、専門家等からの助言を踏ま
え、調査、予測及び評価を行い、その結果に応
じて、適切な環境保全措置を講じることによ
り、鳥類への影響を回避又は極力低減します。
 

(4)景観に対する影響 
想定区域の周辺には、自然公園法(昭和32

年法律第161号)に基づく西海国立公園の利
用施設計画に位置づけられ、主要な眺望点
でもある「大島園地」、「冷水岳園地」等が
存在していることから、本事業の実施によ
り、これらの主要な眺望点からの眺望景観
への影響が懸念される。 

このため、風力発電設備の配置等の検討
に当たっては、既設風力発電設備に係る景
観への影響を適切に把握した上で、適切な
調査、予測及び評価を実施すること。また、
その結果を踏まえ、適切な環境保全措置を
講ずることにより、景観への影響を回避又
は極力低減すること。 

さらに、事業計画の具体化並びに調査、予
測及び評価に当たっては、主要な眺望点等
の管理者及び地方公共団体その他の関係機
関並びに地域住民等の意見を踏まえるこ
と。 

 
風力発電設備の配置等の検討に当たって

は、既設風力発電設備における景観への影響
を把握した上で、調査、予測及び評価を行い、
その結果に応じて、適切な環境保全措置を講
じることにより、景観への影響を回避又は極
力低減します。 

また、景観の調査、予測及び評価に当たって
は、主要な眺望点等の管理者及び地方公共団
体その他の関係機関並びに地域住民等の意見
を踏まえることとします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

以上の検討の経緯及び内容について、方
法書以降の図書に適切に記載すること。 

以上の検討の経緯及び内容について、方
法書以降の図書において適切に記載しま
す。 
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